
新たな誓い

平成27年度

大洲市成人式
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笑顔の門出
　

１
月
10
日
㈰
、
大
洲
市
民
会
館
で
平

成
27
年
度
成
人
式
が
行
わ
れ
、
晴
れ
着

や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
４
１
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
会
場
前
で
は
、
旧
友

と
の
再
会
を
懐
か
し
む
多
く
の
新
成
人

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
野
田
獅
子
保
存
会
︵
平

野
地
区
︶
に
よ
る
獅
子
舞
演
舞
が
行
わ

れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
清
水
市
長
が
「
社
会
の
ル

ー
ル
を
作
り
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
成

人
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
。
そ
れ
ぞ
れ
が

責
任
を
持
ち
、才
能
を
生
か
し
な
が
ら
、

問
題
を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
こ
と
ば
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
次つ

ぐ

家い
え

凜り
ん

さ
ん
が

「
喜
び
と
同
時
に
、
今
後
の
責
任
の
大

き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
、
思
い

や
り
と
努
力
を
も
っ
て
一
歩
一
歩
前
に

進
み
、
自
分
を
磨
い
て
い
き
た
い
」
と

今
後
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
生
ま
れ
た

平
成
７
年
度
の
主
な
出
来
事

大
洲
地
域

▽
市
立
大
洲
病
院
移
転
改
築
オ
ー
プ
ン

長
浜
地
域

▽
長
浜
町
合
併
40
周
年
記
念
式
典
開
催

肱
川
地
域

▽
鹿
野
川
湖
大
橋
竣
工

河
辺
地
域

▽ 

交
流
館
才
谷
屋
と
坂
本
龍り
ょ
う

馬ま

脱
藩

之
日
記
念
館
オ
ー
プ
ン

ニ
ュ
ー
ス

▽ 

全
日
空
８
５
７
便
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事

件
▽ 

大
相
撲
九
州
場
所
千
秋
楽
で
、
兄
の

大
関
若
乃
花
が
弟
の
横
綱
貴
乃
花
を

破
り
優
勝

▽ 

高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
発
生

▽ 

羽は

ぶ生
善よ
し
は
る治
が
、
将
棋
の
タ
イ
ト
ル
七

冠
独
占
を
達
成

流
行
語

▽
無
党
派

▽N
O
M
O

︵
野
茂
英ひ
で

雄お

投
手
︶

▽
が
ん
ば
ろ
うK

O
BE

ヒ
ッ
ト
曲

▽
ロ
ビ
ン
ソ
ン

▽T

ト

ゥ

モ

ロ

ー

O
M
O
RRO

W

▽L

ラ

ブ

O
V
E　

L

ラ

ブ

O
V
E　

L

ラ

ブ

O
V
E

二
十
歳
の
思
い

松田　望
み

歩
ほ

さん（喜多山）
「親に頼ることが多いので、今後は私が支える
側になりたい。自分だけでなく、周りの人の
ことを考えることができる大人になりたい」

次
つぐ

家
いえ

　　凜
りん

さん（長浜）
「社会人としての自覚と責任を持って、今まで
以上に仕事に打ち込みたい。今後は、人との
関わりを大切にしたい」

土居　舞
ま

雪
ゆ

美
み

さん（肱川町宇和川）
「社会人を経験してみて、学ぶことがたくさん
あることが分かった。これからは、自分を見
つめ直して、新たなスタートを切りたい」

山本　　翔
しょう

さん（河辺町横山）
「今までの20年間、お世話になった両親や周り
の人に感謝したい。これからは、自分が打ち
込めることを探したい」
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をたたえて

大洲市きらめき大賞とは
　本市の文化の向上発展に関し、特に顕著な業績または成績を収めた個人、団体に贈られる賞です。また、
大洲市きらめき大賞は通算 3 回を限度とし、通算 3 回目の受賞にあわせて、特別表彰が贈呈されます。さ
らに、特別表彰受賞後に同等の功績が 3 度あった場合にも、特別表彰が贈呈されます。

　

１
月
10
日
㈰
、
平
成
27
年
度
大
洲
市
き

ら
め
き
大
賞
表
彰
式
が
、
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
き
ら
め
き
大
賞

に
５
個
人
１
団
体
、
特
別
表
彰
に
２
個
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
清
水
市
長
が
「
今
回
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
す
ば
ら
し
い
功
績
を
残
さ
れ

た
み
な
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
こ
れ

か
ら
は
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
そ

し
て
大
洲
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、
後
輩

育
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
長
浜
高
等
学
校

水
族
館
部
の
重
松
夏か

帆ほ

さ
ん
と
山
本
美み

歩ほ

さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、

身
に
余
る
光
栄
。
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き
た

い
」
と
受
賞
の
喜
び
と
今
後
の
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
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きらめく功績

「今回の受賞はとてもうれしい。いろいろな絵を
描いてみたい」

「来年も同じような賞をもらえるように、これか
らも頑張りたい」

「普段から絵を描くのが好きなので、賞をもらえ
てうれしい」

第４0回みどりの絵コンクール
わたしが守りたい身近な自然部門

優秀賞

林　　眞
ま

生
お

さん（平小学校 ４ 年）

平成2６年度土砂災害防止に関する作品
コンクール　小学生・絵画の部

国土交通事務次官賞

城戸　彩
あや

夏
か

さん（平小学校 2 年）

平成2６年度土砂災害防止に関する作品
コンクール　小学生・絵画の部

国土交通大臣賞

山本莉
り お な

央奈さん（平小学校 2 年）

「 4等賞は私たちだけの力で取った賞ではないの
で、支えていただいたみなさんに恩返しするつも
りで、これからも研究に力を入れたい」

「賞に恥じないよう、技術をレベルアップして、
みなさんに喜んでいただける仕事をしたい」

「身に余る光栄。コンクール受賞作品の『じゃこき
のこ』を、身近なところから広めていきたい」

インテル国際学生科学技術フェア201₅
動物科学部門

優秀賞 ４ 等賞
長浜高等学校水族館部

第４3回全日本美容技術選手権大会
花嫁化粧着付競技の部

日本大賞

上野　知
とも

子
こ

さん

特別表彰
津田　大

ひろ

健
たけ

さん
（リオデジャネイロ
オリンピック強化選
手として活動中のた
め、表彰式は欠席）

　今回 2 度目の特別表彰となります。
【特別表彰後の主な功績】
平成27年度全日本学生レスリング
選手権大会　優勝
男子フリースタイル12₅㎏級
男子グレコローマンスタイル130㎏級
　このほか、国内外で同等の成績を残
されています。

第2₈回きのこ料理コンクール全国大会

林野庁長官賞

上
かみ

野
の

マリヱさん

特別表彰
佐相　和

かず

希
き

さん

　過去 2 度の特別表彰受賞後、さらに素晴らしい成績を残され、今回 3 度目の特別表
彰となります。

【 2 度目の特別表彰後の主な功績】
日本身体障がい者水泳選手権大会
第30回　　　　100ｍ背泳ぎ第 2 位・200ｍ自由形第 2 位
第31回・32回　₅0ｍ背泳ぎシニア第 1 位・₅0ｍ自由形シニア第 1 位

「このような賞をいただき、ありがたく思う。障がい者スポーツはまだ発展途上。これからも自己研さん
と後進の育成に尽力し、地元での道しるべになれればと思う」
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おおずニュース

大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰

「ごはん・お米とわたし」作文コンクール入賞
　県農協中央会が県内の小中学生を対象に募集した

「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクールで、
久米小学校の佐々木梨

り さ

沙さん（ ４ 年生）が、学校田
の米作り体験や食べられることへの感謝、母親から
1 粒も残さないで食べるように言われていることな
どについて書いた作文が、作文第 2 部（小学校 ４ ～
６ 年の部）で銀賞に輝きました。
　佐々木さんは「実際にお米を作ってみて、私たち
が食べるまでのた
くさんの苦労や、
お米 1 粒 1 粒の大
切さが分かった。
受賞が決まりすご
くうれしかった。
両 親にも褒めら
れ、喜びも二重に
なった」と笑顔で
話していました。

　

大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰
が
１
月
10

日
㈰
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
３
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
市
内
に
お
い
て
豊
か

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
み
、
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団

体
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
で
清
水
市
長
は
「
地
域
が

活
力
を
も
っ
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、

自
ら
が
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
み
な
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
菅
田
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
長
安
藤
光み
つ
ろ
う郎
さ
ん
は
「
こ

の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
身
に
余
る

光
栄
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
理
解
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
も
、
地

域
の
た
め
で
あ
れ
ば
労
を
惜
し
ま
ず
尽

力
し
て
い
き
た
い
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
受
賞

の
喜
び
と
今
後
の
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
団
体
の
活
動
内
容

な
ど
は
、
広
報
大
洲
で
定
期
的
に
紹
介

し
ま
す
。

【
受
賞
団
体
】

▽
菅
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

▽
三
善
女
性
部

▽
長
浜
婦
人
会

生活衛生事業功労者に対し
厚生労働大臣表彰が贈られました
　 1 月 9 日㈯、　201₅年度県水道事業功労者表彰式

があり、城戸電業社代表城戸俊
としあき

明さん（徳森）が、

生活衛生事業功労者厚生労働大臣表彰を受賞されま

した。

　この賞は、水道の普及発展などの功績があった個

人または団体に贈られるものです。

　今回の受賞を受けて

城戸さんは、「先輩やみ

なさんのおかげで受賞

することができた。喜

びと感謝の気持ちでい

っぱ い。これ からも、

微力ながら業界発展の

ために頑張りたい」と

喜びと抱負を述べられ

ました。
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おおずニュース

「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景
」
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

１
月
16
日
㈯
、
お
お
ず
赤
煉れ
ん

瓦が

館
に

お
い
て
、
第
15
回
「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風

景
」
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
お
お
ず
赤
煉
瓦

館
の
建
築
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

多
く
の
人
に
レ
ン
ガ
建
築
の
良
さ
を
再

発
見
し
て
も
ら
う
た
め
に
平
成
13
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
市
内
外

か
ら
過
去
最
多
と
な
る
３
５
４
点
の
応

募
が
あ
り
、
23
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
洲
市
長
賞
を
受
賞
し
た
川
村
郁ふ
み

乃の

さ
ん
︵
大
洲
北
中
３
年
︶
は
、「
市
長

賞
受
賞
の
連
絡
を
受
け
て
と
て
も
驚
い

た
。
今
回
の
作
品
は
、
レ
ン
ガ
の
重
厚

感
を
出
す
の
に
苦
労
し
た
。
賞
に
恥
じ

な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
絵
を
描
き
続

け
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
お
よ
び
各
賞
受
賞
者

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

　

松
浦
み
な
み
さ
ん
︵
平
小
３
年
︶

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

　

山
岡　

洸ひ
か
る

子こ

さ
ん
︵
内
子
小
４
年
︶

▽
中
学
生
の
部

　

上
満　

尚し
ょ
う

子こ

さ
ん
︵
長
浜
中
３
年
︶

▽
高
校
・
大
学
・
一
般
の
部

　

寺
本　
　

弘ひ
ろ
し

さ
ん
︵
大
洲
︶

▽
写
真
の
部

　

笹
田　

雅ま
さ

代よ

さ
ん
︵
西
大
洲
︶

▽
審
査
員
特
別
賞

　

熊
野　
　

旭あ
さ
ひ

さ
ん
︵
平
小
５
年
︶

▽
山
田
き
よ
賞

　

板
倉　
　

勉つ
と
む

さ
ん
︵
菅
田
町
菅
田
︶

▽
大
洲
郵
便
局
長
賞

　

清
水　

穂ほ

の乃
さ
ん
︵
大
洲
小
５
年
︶

▽
大
洲
市
長
賞

　

川
村　

郁ふ
み

乃の

さ
ん 

︵
大
洲
北
中
３
年
︶大洲市長賞「秋風と赤レンガ館」

　目隠し歩行を体験
　 1 月1₈日㈪、盲導犬学校キャラバンが喜多小学校

（横田宏
ひろし

校長・児童₅92人）で ４ 年生と ６ 年生21６人
を対象に行われました。
　中四国地方で唯一、盲導犬の訓練をしている島根
あさひ訓練センターから講師とＰＲ犬ウィティが来
校し、視覚障害についての説明や盲導犬の一生、訓
練の様子、仕事内容などについて学びました。
　その後、各クラスの代表者４人が、目隠しをして
盲導犬との歩行体験を行いました。体験した児童か
らは、「見えなくて不安だったが、ウィティのおか
げで歩くことができた」「ウィティの体温が足に伝

わり、安心し
て歩くことが
できた」など
の感想が聞か
れました。

肱川あらしガイドブック愛媛出版文化賞を受賞
　肱川あらしのガイドブック「G

グ レ イ ト

reat　N
ネ イ チ ャ ー

ature　
S
ストーリー

tory　肱川あらし」が、第31回愛媛出版文化賞の
奨励賞に選定され、 1 月19日㈫、愛媛新聞社で贈呈
式が行われました。贈呈式には、清水市長と制作に
携わった肱川あらし予報会メンバーらが出席しまし
た。
　このガイドブックは、昨年 3 月に発行され、肱川
あらしの発生メカニズムをイラストや写真で分かり
やすく解説したもので、航空写真を随所に採用して
います。付属のＤＶＤでは、迫力ある動画も見るこ
とができます。
　なお、市内の観
光施設や書店、イ
ンターネットなど
で購入することが
できます。
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おおずニュース

　災害発生時に備えて
　 1 月1₅日㈮、県・市町災害対策本部合同運営訓練（図
上訓練）が、関係者約４６0人が参加して行われました。
　この訓練は、地震発生後の応急対応を重視した実
践的な図上訓練を実施することで、県および市町災
害対策本部の機能強化や関係機関の連携による迅速
な対応に資することを目的に毎年実施されています。
　今回の訓練想定は、和歌山県沖を震源とするマグ
ニチュード9.1（県内最大震度 7 ）の地震が発生し、
県内各地で家屋倒壊や道路損壊、津波により多くの
人的・物的被害が発生しているとされました。
　市役所でも、本庁や支所、消防署の職員20人が参
加しました。交通事故の発生や倒壊した建物に人が
閉じ込められている、津波や土砂崩れにより住民が
孤立し救援要請が入っているなど、さまざまな通報
や被害報告が災害対策本部に寄せられ、緊迫した雰
囲気のなかで職員が関係機関と連携を図りながら対
応していました。
　災害は、いつ発生するか分かりません。日ごろか
ら訓練に参加し、いざという時に備えましょう。

未
来
の
有
権
者
が
投
じ
る
「
私
の
一
票
」

　

昨
年
６
月
に
国
会
で
選
挙
権
が
従
来

の
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
る
改
正
案
が
可
決
・
成
立
し
、
今
年

の
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
適
用
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
高
等
学
校
︵
藻も
う

利り

毅つ
よ
し

校
長
・
生

徒
５
７
９
人
︶
で
は
、
高
校
生
に
選
挙

の
重
要
性
や
政
治
参
加
の
意
義
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１

月
27
日
㈬
、
模
擬
投
票
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
職

員
２
人
が
実
際
の
選
挙
で
使
用
す
る
投

票
箱
や
記
載
台
を
高
校
の
体
育
館
に
設

置
し
、
３
年
生
１
９
６
人
が
模
擬
投
票

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
を
体
験
し
た
井
上
瑠る

り

な
璃
菜

さ
ん
か
ら
は
「
今
ま
で
は
、
選
挙
の
実

感
が
持
て
な
か
っ
た
。
今
回
経
験
し
た

こ
と
で
、
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
向

け
て
関
心
を
持
ち
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
な
ど
で
し
っ
か
り
情
報
を
聞
き

た
い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
19
日
㈮
に
は
、
長
浜
高

等
学
校
︵
上
田
敏と
し

博ひ
ろ

校
長
・
生
徒
１
３

５
人
︶
で
も
、
３
年
生
46
人
が
模
擬
投

票
を
体
験
し
、
そ
の
後
、
選
挙
ク
イ
ズ

で
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
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まちのわだい

新たな特産品の開発を
～地元食材を使った料理の試食～

　河辺未来創造塾による地元食材を使った料理の試
食会が、河辺ふるさとの宿で開催されました。
　自治会役員や各種団体の代表者など約20人が招待
され、アマゴめし、椎茸味噌、ていれぎの浅漬け、お
茶のゼリーなどの試食を行いました。
　参加者は、全ての料理をじっくり味わい、気付いた
ことをアンケート用紙に記入していました。

昔ながらの遊びを体感
～第23回たこ揚げ大会～

　長浜港湾緑地で、第23回たこ揚げ大会が行われまし
た。６9人の参加者は、この日のために作った自慢のた
こを持ち寄り、デザイン審査を受け、その後部門別に
たこ揚げ競争を行いました。
　この日は快晴でしたが、風が弱く、たこ揚げには難
しいコンディションでした。参加者は、少しでも高く
揚げようと全力で駆けていました。

1 月 9 日㈯1 月23日㈯

地元産品をマッチング
～第 2 回おおず農産物お見合い事業～

　総合福祉センターで、地元生産者と飲食店代表者が
交流し、新たな需要の掘り起こしや地産地消を推進す
る「おおず農産物お見合い事業」が開催されました。
　昨年11月に続き 2 回目となったこの日は、生産者10
人と飲食店代表者 ₈ 人が出席し、提供できる農産物や
必要とする農産物などについて、情報交換や商談を行
いました。

1 月28日㈭

新春の肱川を舞台に
～第62回大洲市寒中水泳大会～

　毎年の恒例行事である大洲市寒中水泳大会が、気温
12度、水温 9 度のなか開催され、 3 歳から7₅歳までの
₈7人が水しぶきを上げました。松山大学生による水
書、愛媛大学生による日傘の演技も行われ、多くの観
客から温かい拍手が送られました。
　今回は、肱川橋架け替え工事の影響で、如

にょ

法
ほう

寺
じ

河原
での開催となりました。

1 月11日㈪
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シリーズ
大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№10

消
防
団
詰
め
所
が
完
成

～
平
成
27
年
度
消
防
施
設
整
備
事
業
～

　

老
朽
化
し
た
消
防
団
詰
め
所
の
整
備

を
行
い
、
肱
北
分
団
第
２
部
、
肱
北
分

団
第
６
部
、
大
和
分
団
第
２
部
の
詰
め

所
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

　

詰
め
所
に
は
、
待
機
ス
ペ
ー
ス
や
ト

イ
レ
、
流
し
台
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
車

庫
に
は
消
防
車
両
や
資
機
材
が
収
納
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
消
防
団
活
動

の
拠
点
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
老
朽
化
が
激
し
い
消

防
団
詰
め
所
を
、
毎
年
２
棟
程
度
建
て

替
え
を
し
て
い
く
計
画
で
す
。

文化財

上須戒のオガタマノキ
大洲市指定天然記念物
天満神社所有

　本樹は、上須戒地区の天満神社の参道脇にあ
り、根回り４.3ｍ、樹高約1６ｍ、推定樹齢200年と
なるもので、もともとは近くにあったアラカシ
と樹皮が癒着していましたが、成長するととも
に離れてしまいました。
　本樹のある天満神社は、慶

け い

応
お う

2 年（1₈６６）に
社殿が火災で焼失した際、上須戒地区全域の守
り神として、九州の太宰府天満宮から勧

か ん

請
じょう

され
たものです。
　オガタマノキの和名は、神道思想の「招

お ぎ

霊
た ま

」
から転

て ん

訛
か

したものと伝えられ、神社では神木と
して植樹されることの多い樹木です。本樹もま
た、神社の神木として大切に保護されてきたも
ので、市内の同種の中では最大のものです。

（平成 ４ 年10月27日指定）

野　鳥

ヨシガモ（葭鴨）
カモ目　カモ科
全長48㎝

　赤紫と緑色に光るナポレオンハットを身にま
とった、美しいカモの仲間です。川べりなどに
生える水草や藻を食べます。目立つ羽ですが、
不思議と周りに溶け込み、気付かれにくくなっ
ています。
　カモの仲間は、雄と雌の羽色が極端に違って
います。雄は、強さや美しさをアピールするため、
よりきれいに。雌は、大切な卵を温め、ひなを
育てるために地味な色をしています。雄の派手
な色も繁殖が始まると、雌と同じように衣替え

（エクリプス羽という）しますが、日本列島に渡
って来るころには、次の繁殖に向かって再び変
身します。
　 1 億 ₅ 千万年前から環境に適応してきた鳥類
たちを人類と見比べると、無理、無駄のないす
ごい生き物だと思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

若宮　肱北分団第 ２ 部

上老松　大和分団第 ２ 部 田口　肱北分団第 ６ 部
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シリーズ大洲市消費生活センター通信
　

連
鎖
販
売
取
引
に
気
を
つ
け
て

　

マ
ル
チ
商
法
︵
Ｍ
Ｌ
Ｍ
︶
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
、
シ
ス
テ
ム
販
売
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
名
の
あ
る
連
鎖

販
売
取
引
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
代
表
的
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
】

▽
簡
単
に
稼
げ
る
い
い
話
が
あ
る

▽
あ
な
た
に
会
わ
せ
た
い
人
が
い
る

▽ 

近
く
の
カ
フ
ェ
︵
ビ
ル
・
家
︶
に
行

こ
う

▽
紹
介
す
る
だ
け
で
収
入
が
得
ら
れ
る

▽
夢
を
語
れ
る
仲
間
と
出
会
え
る

▽
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の
は
な
い

【
連
鎖
販
売
取
引
と
は
】

　

最
初
に
お
金
︵
登
録
料
、
商
品
代
、

初
期
費
用
な
ど
名
目
は
さ
ま
ざ
ま
︶
を

支
払
っ
て
組
織
に
加
入
さ
せ
、「
他
に

は
な
い
優
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
販

売
し
て
い
る
の
で
購
入
し
て
ほ
し
い
」、

「
勧
誘
し
た
人
が
登
録
す
る
と
紹
介
料

が
得
ら
れ
る
」
な
ど
と
う
た
い
、
次
々

と
販
売
や
勧
誘
を
行
い
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

状
の
階
層
組
織
を
形
成
し
て
い
く
も
の

を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
加
入
し
た
人
が
、
後
に

加
入
し
た
人
か
ら
金
品
︵
財
産
価
値
の

書
か
れ
た
証
券
ま
た
は
証
書
も
含
む
︶

の
配
当
を
受
け
取
る
組
織
を
「
ね
ず
み

講
︵
無
限
連
鎖
講
︶」
と
言
い
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

　

実
際
に
は
、
思
っ
た
よ
う
な
成
果
が

得
ら
れ
ず
借
金
が
残
っ
た
り
、
身
近
な

人
を
勧
誘
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
関
係

を
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
付
け
る

と
と
も
に
、
自
身
が
加
害
者
に
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解
約
な

ど
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
困
り

の
際
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

︵
祝
日
除
く
月
～
金
曜
日
︶

1 人が 2 人ずつ勧誘していくと
27代目には日本の人口以上に　

　大洲市肱川町にある鹿野川ダムで、 2 月 ６ 日㈯に洪
水吐

ばき

トンネルフリーウォーキングが、開催されました。
　洪水被害を軽減する水路トンネルとしては、世界
最大級の直径を誇るそうです。新聞折り込みチラシ
も入り、とても多くの人が参加し、受け付け待ちの
大行列もできたようです。
　参加したみなさんからは、「長い時間待ったが、待
ったかいがあった。とても貴重な体験だった」との
声が聞かれました。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲美人紀行のイベントとして、鹿野川荘で行わ
れている「P

ペーハー

H10の美肌の湯で優雅に〇〇湯体験」。
　さて、〇〇に入る言葉は、何でしょうか。

①　ドクダミ
②　バラ
③　ミカン

解答…②
解説…バラ湯は、 1 月～ 3 月の
第 2 土日曜日の開催です。 2 月
13日㈯には、大洲美人紀行のモ
ニターツアーも行われました。
　みなさんもぜひ、美肌の湯で
優雅にバラ湯体験をして、女子
力アップを体感してみてはいか
がでしょうか。

【今月のクイズ】
　鹿野川ダム洪水吐トンネ
ルフリーウォーキングの参加
者は、何人だったでしょうか。

①　およそ₈00人
②　およそ1,000人
③　およそ1,200人

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 ４ 月号に掲載します。
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シリーズ

手軽で簡単なレシピ集　Vol. ₈〈ハクサイのペペロンチーノ炒め〉
（材料 2 人分）
ハクサイ 1 / ₈ 玉　200ｇ
ニンジン ４0ｇ
しらす 20ｇ
ニンニク 1 かけ
鷹の爪 1 本分
オリーブオイル 小さじ 1

－ハクサイの保存方法－
・丸ごとの場合
　芯の部分に切り目を入れ、そこ
へ水を含んだ新聞紙を挟む。外側
は、乾いた新聞紙に包んで冷暗所
で立てて保存する。外葉から 1 枚
ずつ使用する。
・カットしたもの
　切り口をしっかりラップで包
み、立てて冷蔵庫の野菜室で保存
する。

【レシピ提供：大洲市保健センター】

作り方
①　 ハクサイは長さ ４ ㎝、芯の部分は幅0.₅㎝、葉の部分は幅 1 ㎝に

切る。ニンジンは長さ ４ ㎝、幅 1 ㎝、厚み0.2～0.3㎝の短冊切
りにする。

②　 フライパンにオリーブオイル、薄切りにしたニンニク、輪切り
にした鷹の爪を加えて香りが出るまで温める。

③　ニンジンを加え、しんなりするまで炒める。
④　ハクサイを加えて 2 分程度中火で炒める。
⑤　④に、しらす、濃口醤油を加え、さっと炒める。
⑥　皿に盛り、上からブラックペッパーをかける。

はくさいこ

濃口醤油 大さじ 1 / 2
ブラックペッパー 適量

　みなさんは、「想い出のサンフランシスコ」
という歌を聞いたことがありますか。
　私にとって、今がその題名の通りの状況
です。私は、生まれも育ちもカリフォルニ
ア州サンフランシスコ市です。サンフラン
シスコで何が有名かを聞いたら、みんな一
度は見たことがある、ゴールデンゲートブ
リッジと答えるでしょう。この橋は、サン
フランシスコを代表する世界遺産です。こ
の時期になると、アパート近くの丘に登
り、霧に包まれたゴールデンゲートブリッ
ジを見ていました。今はそれができなくて、
ちょっと寂しいです。
　ゴールデンゲートブリッジを日本語に直
訳すると「金門橋」になります。でも、実
際の色は金ではなく赤です。なぜ赤なのに
金というのでしょう。実は、アメリカの全
ての州に、あだ名が付いています。例え
ば、ニューヨーク州は「E

エ ン パ イ ア
mpire S

ス テ ー ト
tate」（帝

の州）、ハワイ州は「A
ア ロ ハ
loha S

ス テ ー ト
tate」（アロハ

の州）、ワシントン州は「E
エ バ ー グ リ ー ン
vergreen S

ス テ ー ト
tate」

（常緑の州）などです。カリフォルニア州
は「T

ザ
he G

ゴ ー ル デ ン
olden S

ス テ ー ト
tate」（金の州）と呼ばれ

ています。1₈４₈年に金が発見されると、世
界中から金を探しに多くの人がやってきて、
翌年、カリフォルニア州にゴールドラッシュ
が起こりました。ゴールデンゲートブリッ
ジは、金がある州の門（入口）だったので、
赤なのに金門橋という名前が付けられまし
た。
　そのほか、脱獄不可能と恐れられた刑務
所があったアルカトラズ島も有名です。
　長浜は、山や坂が多く、海や砂浜が近い、
風が強く海の匂いがする。小さいけれど赤
橋があるなど、サンフランシスコと似てい
るので、寂しさも紛れます。
　大洲に住み始めて数カ月、大洲市の美し
さをもっと知り、これからも日本での学び
と英語指導を一生懸命楽しみたいと思いま
す。

ＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
「想
おも

い出のサンフランシスコ」

鶴川・キース・亜
あ

星
せい

アメリカ
カリフォルニア州出身
1 年目
私のふるさとと比べる
と田舎ですが、すてき
な町だと思う。
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